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5４ 露地栽培ナスのミナミキイロアザミウマ総合制御技術調査解析

露地栽培ﾅｽに発生するｱｻ゙ ﾐｳﾏ類とﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻ゙ ﾐｳﾏとの簡便な識別法
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分類 ①

Ｉ目的露地栽培ナスには定植後約２カ月間は数種のアザミウマ類が発生するが、これらはミ

ナミキイロアザミウマに良く似ており肉眼では識別が困難である。また、ミナミキイロアザミ

ウマ以外の種はナス果帆実を加害することはない。本種の発生時期と防除時期を把握し、防除適

期を明らかにするためには、本種と他種との識別が重要となる。アザミウマの種の正確な同定

のためには６～７カ所の形態を顕微鏡で観察する必要があるが、時間がかかるので省力的な見

分け方を明らかにし、迅速に防除時期を把握する方法を確立する。

Ⅱ試験方法

ｌ調査場所：筑紫野市農総試場内及び甘木市

２ナスの品種：新長崎長（場内）及び大成早生長（甘木市）

３調査葉数：場内では１０株×２葉、甘木市では６ほ場×25株×２葉、ただし甘木市ではミナミ

キイロアザミウマが多発生した７月下旬頃からは一部の株からアザミウマを採集した。

４アザミウマの採集方法：使い捨てのピペットチップを取り付けた吸虫管で、体色が淡褐色な

いし黄色で、ミナミキイロアザミウマによく似た種のみを採集した。

５アザミウマの殺虫保存液：ＡＧＡ液（蒸留水５，９５%ｴﾀﾉｰﾙ８，ゲﾘｾﾘﾝ１，氷酢酸１の割合の
液）

６アザミウマの封入液：ガムクロラール液（蒸留水251,9、ゲﾘｾﾘﾝ10,9、アラビアゴム159、抱水ｸロ

ﾗーﾙ259）

Ⅲ主要成果の概要

ｌミナミキイロアザミウマの後胸背楯板の刻紋が縦じまであることと、鐘状感覚器があること

を観察することによって他種と識別できる。この方法では、従来行っていた触角の節数、単眼

間刺毛の位置、腹部第２背板側縁の刺毛数、腹部第８背板の櫛歯状突起などの観察を省略でき

るので、種の識別に要する時間が大幅に短縮できる。

２ミナミキイロアザミウマか否かの判定に要する時間が節減できるので、迅速に初発生時期を

把握でき、効率的防除が可能となる。

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表ミナミキイロアザミウマと他種との識別部位

比較ﾐﾅﾐｷｲﾛｸﾛｹﾞﾈｷﾞタ・ｲｽﾞｳｽｲﾛﾀﾞｲｽﾞｸｻｷｲチャノ

するｱｻﾞﾐｳﾏハナアザアサ ｱｻﾞﾐｳﾏｃＦアザミﾛｱｻﾞキイロ

形態ミウマミウマウマミウマアザミウマ

①後胸背楯板縦じま網目網目縦じま～やや網目網目網目縦じま

の刻紋後縁でわずかに後縁で内側に曲が

内側に曲がる。らない。

②後胸背楯板

の鑓状感覚器有無無有無有無
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第１図．露地栽培ナスで採集されたアザミウマの後胸背楯板刻紋及び鐘状感覚器

■

第２表筑紫野市の露地栽培ナスにおけるアザミウマの種類構成（１年）

アザミウマ 調査時期別個体数（頭）

の

種類５/２４６/１６/９６/１４６/２７７/４７/１１７/１８７/２４８/１８/８８/１４８/2１

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ１０１２０３０５２０２１５１７

ｸﾛｹﾞﾊﾅｱｻﾞﾐｳﾏ３３１４２１００１０００１

ﾈｷﾞアザミウマ０１１１１６２２３７３１１０．０

ﾀﾞｲｽﾞｳｽｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ００００００４００００００

ﾀﾞｲｽﾞアザミウマ０００１１１６５１６４２００

ｸｻｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ００２００００００００００

ﾁﾔﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ００００００００００１０２

注）ダイズウスイロアザミウマは雄のみ。本種の雌は体色が褐色で、ミナミキイロアザミウマ

以外の種であることが容易に識別できる。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１野菜病害虫防除基準に掲載し、各地域におけるミナミキイロアザミウマの防除適期の把握の

ための参考資料とする。

２九州農業研究成果情報第５巻に②技術指導に参考となる成果として登載の予定である。

３ダイズウスイロアザミウマ雄は、ミナミキイロアザミウマ雄に良く似ているので、他の形態

もあわせて観察することが望ましい。

Ⅵ今後の研究上の問題点

さらに簡便な識別法を開発する。

Ⅶ資料名

ｌ九州病害虫研究会報第34巻(1988）

２九州農業研究成果情報第５巻(1990）
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